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高潮・津波災害に関する防災意識調査 

 

花里哉歩 

 

Ⅰ．はじめに 

山口県は，地震などの自然災害が少なく，下

関市気象台で震度観測記録が残る大正 12 年

（1923 年）以降の震度 1以上の地震回数は 823

回であり，これは富山県（496回），佐賀県（644

回）に次ぐ全国 3位の少なさである。震度 6 弱

以上の揺れは発生しておらず，震度 5以上もわ

ずかに 7回である（山口県 HP より 平成 28 年

12 月 31日現在）。一方で，山口県は山地・丘陵

地が多く周防灘沿岸のまとまった低平地に市街

地が形成されている（図 1）。周防灘は瀬戸内海

における最も広い海域であり，入江・湾型の多

い南向きの海岸であるため，台風時における高

潮・高波の影響を受けやすい。そのため，山口

県は過去に何度も台風や高潮の被害に遭ってい

る。気象庁によると，平成に入ってからは，平

成 3年や平成 11年，平成 16年に台風が山口県

に被害をもたらしている。特に，平成 11 年 9

月 19日に沖縄県の南海上で発生した台風 18号

は，発達しながら北上した後，山口県宇部市付

近に再上陸し，山口県に甚大な被害をもたらし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝位ほか（2006）では，近年水害が発生して

おらず住民の水害への危機感が弱体化している

と考えられる山口県椹
ふし

野川
の が わ

流域で，ハザードマ

ップの認知状況を調査した。その結果，ハザー

ドマップに記載されている内容の認知度は低く，

ハザードマップの役立て方の啓発が必要である

とした。そこで，本研究では，平成 11 年の台

風 18 号により発生した高潮で浸水した山口県

下関市小月駅前 1丁目・小月南町と，浸水しな

かった下関市清末鞍馬 2丁目・3丁目の一部（図

2）で，高潮・津波災害に関する防災意識調査

を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．研究方法 

 本研究では，小月駅前 1丁目ではアンケート

調査を，小月南町ではアンケート調査とヒアリ

ング調査を，清末鞍馬 2 丁目・3 丁目ではヒア

リング調査を行った。アンケートは用紙を各自

治会長宛に事前に送付し配布・回収をお願いし

た。ヒアリング調査は，住民の自宅を訪問して図 1 下関市周辺概観 

図 2 対象地域 
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行った。アンケートの回収率は，小月駅前 1 丁

目は約 83％（45件/54件），小月南町は約 84％

（61件/73 件）であった。ヒアリングの件数は，

小月南町は 16 件，清末鞍馬 2 丁目・3 丁目は

28 件である。また，アンケートの内容は文末に

示す。ヒアリングの内容は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．結果 

本章では，アンケート調査とヒアリング調査

の結果をまとめる。アンケートの集計は，高潮

の被災経験の有無をもとに防災意識の比較・検

討を行う。また，回収したアンケートの中には，

記述が一部のみのアンケートがあり（小月駅前

1 丁目では 6部，小月南町では 4部），集計出来

ないため考慮しない。 

 

1． 小月駅前 1丁目の住民の防災意識 

アンケート回答者の属性を表 1に示す。 

 

 

 男性 女性 

20 代 0 人 1 人 

30 代 0 人 0 人 

40 代 2 人 2 人 

50 代 3 人 5 人 

60 代 5 人 5 人 

70 歳以上 5 人 11 人 

計 15 人 24 人 

 

男性が 15 人，女性が 24 人であり，60 代以上

の高齢者が 7割近くを占めた。 

高潮での被災経験に関する質問（図 3）では，

被災経験のある住民は 18人（46％），ない住民

は 21人（54％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下はこの被災経験の有無をもとに比較・検

討を行う。図 4は，居住年数に関する質問であ

る。被災経験のある住民のほうが，居住年数が

長いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5はハザードマップの認知に関する質問で

ある。下関市では，平成 24 年に地震防災マッ

プ・洪水ハザードマップが，平成 28 年に高潮

ハザードマップ・津波ハザードマップが公表さ

れている。これらのハザードマップの認知度は，

被災経験の有無で差は見られなかった。 

 

表 1 アンケート回答者の属性 

図 3 高潮で被災経験があるか 

図 4 居住年数   ※単位は人 

1． 居住年数はどのくらいか 

2． ハザードマップを所持しているか 

3． ハザードマップをどのぐらいの頻度で見るか 

4． ハザードマップをどこに保管しているか 

5． 高潮で被災した経験はあるか 

6． 災害時用に防災リュックなどの対策はしてい

るか 
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次の図 6，7 はハザードマップの所持に関す

る質問である。今回の調査では，高潮・津波ハ

ザードマップの所持と被災経験の有無に関係性

は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8は，高潮ハザードマップで想定されてい

る浸水深の認知度を，ハザードマップを所持し

ている住民とそうでない住民で比較した結果で

ある。実際，小月駅前 1丁目において，高潮ハ

ザードマップで想定されている浸水深は 2～

5m である。正答したのは，ハザードマップを

所持している住民が 1人と所持していない住民

が 2人の計 3人であった。ハザードマップを所

持している住民もそうでない住民も，実際の想

定より低い回答をしたり，「わからない」と回答

したり，両者ともハザードマップの想定浸水深

の認知度は低いことが分かった。ハザードマッ

プを所持していても記載内容を見ていないと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の図 9は，津波ハザードマップで想定され

ている浸水深の認知度を調査した結果である。

実際，小月駅前 1丁目において想定される浸水

深は 0.3～1m である。正答したのはハザードマ

ップを所持している住民が 3人，所持していな

い住民が 1人の計 4人と少なかった。また，高

潮ハザードマップの浸水深の認知度に比べ，「わ

からない」「無回答」という回答が，ハザードマ

ップの所持にかかわらず増加したことが分かっ

た。地震調査研究推進本部 HP によると，山口

県では 1707 年の宝永地震時に発生した津波を

最後に津波は発生していない。そのため，この

地域の住民は，津波は自分とは関係のない出来

事と捉えている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ハザードマップの認知度  ※単位は人 

図 6 高潮ハザードマップを持っているか 

図 7 津波ハザードマップを持っているか 

図 8 高潮発生時の想定浸水深を知っているか                

※単位は人 

図 9 津波発生時の想定浸水深を知っているか 

※単位は人 
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2． 小月南町の住民の防災意識 

アンケート回答者の属性を表 2に示す。 

 

 

 男性 女性 

20 代 0 人 1 人 

30 代 1 人 3 人 

40 代 0 人 7 人 

50 代 7 人 8 人 

60 代 7 人 7 人 

70 歳以上 9 人 7 人 

計 24 人 33 人 

 

男性が 24 人，女性が 33 人であり，約半数が

60 歳以上の高齢者であった。 

高潮での被災経験に関する質問（図 10）では，

被災経験のある住民は 29人（51％），ない住民

は 28人（49％）であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小月駅前 1丁目と同様，以下はこの被災経験の

有無をもとに比較・検討を行う。 

図 11 は，居住年数に関する質問である。被

災経験がある住民のほうが，居住年数が長いこ

とが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 はハザードマップの認知に関する質問

である。ハザードマップの認知は，被災経験の

有無で差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の図 13，14 はハザードマップの所持に関

する質問である。高潮ハザードマップに関して

は，被災経験のない住民のほうが所持率は低い

が，高潮ハザードマップ・津波ハザードマップ

の所持率と被災経験の有無に関係性は見られな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 小月南町のアンケート回答者の属性 

図 10 高潮で被災経験があるか 

図 11 居住年数   ※単位は人 

図 12 ハザードマップの認知度 

※単位は人 

図 13 高潮ハザードマップを持っているか 
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図 15 は，高潮ハザードマップで想定される

浸水深の認知度を，ハザードマップを所持して

いる住民と所持していない住民で比較した結果

である。実際，小月南町において，高潮ハザー

ドマップで想定されている浸水深は 2～5m で

ある。正答したのはハザードマップを所持して

いる住民 4人であったが，ハザードマップを所

持していても実際の想定より低い想定を回答し

たり，「わからない」と回答したりする住民がい

ることが分かった。ハザードマップを所持して

いても記載されている内容を見ることは少ない

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の図 16 は，津波ハザードマップで想定さ

れている浸水深の認知度を調査した結果である。

実際，小月南町において想定されている浸水深

は 1～2m である。正答したのはハザードマッ

プを所持している 4人のみであったが，ハザー

ドマップを所持していても「わからない」と回

答する住民が多い。高潮ハザードマップと同様，

所持していても見ることはないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，小月南町では 16 件のヒアリング調査

を行った。ハザードマップを所持する住民に「ハ

ザードマップを普段から見るか」「どこに保管し

ているか」と質問すると，8 割の住民が「配布

時に少し見た程度」と回答した。保管場所につ

いては，「〇〇にある」と明確に場所を回答する

住民と「どこにあるかわからない」と回答する

住民で二分した。このことからも，ハザードマ

ップを所持していても記載内容を見る頻度は少

ない，あるいは見る機会がないと考えられる。

さらに，災害時用の備えについては，約 9割の

住民が「備えはしていない」と回答した。この

ことから，危機感が薄く防災意識は低いと考え

られる。 

 

3． 清末鞍馬 2丁目・3丁目の住民の防災意識 

 

ここでは，清末鞍馬 2 丁目・3 丁目で行った

ヒアリング調査の結果をまとめる。まず，被災

経験があると回答したのは，28件中 3件であっ

た。小月駅前 1丁目や小月南町に比べ，被災経

験のある住民は少なかった。高潮・津波ハザー

ドマップを所持しているかでは，8 割以上の住

民がハザードマップを所持していた。所持して

いる住民に「どのぐらいの頻度でハザードマッ

プを見るか。また，どこに保管しているか」問

うと，9割以上の住民が小月南町と同様，「配布

時に少し見た程度」と回答した。保管場所につ

いても，「○○にある，目につくところにある」

「どこにあるかわからない」という回答に二分

図 14 津波ハザードマップを持っているか 

 

図 15 高潮発生時の想定浸水深を知っているか     

※単位は人 

 

図 16 津波発生時の想定浸水深を知っているか 

※単位は人 
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した。このことから，保管場所がどこであろう

とハザードマップを見て情報を得る行為は行わ

れてない可能性がある。災害時用の備えについ

ては，8割以上の住民が「何も準備していない」

と回答した。さらに，高潮や津波に対する危機

感について，「海から遠いから心配していない」

「この地域は災害が少ないから安心している」

「安全な土地だから大丈夫」という回答が 9 割

を占めた。被災経験の無さから，高潮等の災害

に関する危機感はなく，自分の暮らす土地は安

全であるという意識があると考えられる。 

 

Ⅳ．軽視されるハザードマップ 

 アンケート調査で行った高潮及び津波の想定

浸水深の認知度調査では，ハザードマップの所

持している住民と所持していない住民とで，認

知度に差が見られなかった。また，ハザードマ

ップは配布時にしか見ないというヒアリング調

査の結果からも，ハザードマップを所持してい

ても，見る頻度は少ないあるいは日常生活で見

る機会はないと言え，記載内容を細かく見て浸

水深や避難場所等の情報を得ているわけではな

いと考えられる。 

 ヒアリング調査では，ハザードマップの保管

場所がどこであろうとハザードマップに記載さ

れている情報を得る行為は行われていない可能

性があることも明らかになった。また，小月南

町と清末鞍馬 2丁目・3丁目では，8，9割の住

民が「ハザードマップは配布時に見た程度」と

回答した。そして，半数の住民がそのハザード

マップは「どこにあるかわからない」と回答し

たことから，ハザードマップは配布された後，

適切に保管されることなく，そのまま紛失して

しまう世帯が存在する可能性がある。 

 ハザードマップは，想定浸水深や避難場所，

土砂崩れの箇所など実に様々な情報が記載され

ている。そのため，家族で内容を確認し情報を

共有し，紛失することのないように保管するこ

とが重要である。 

 

Ⅴ．まとめ 

 本研究では，被災経験のある住民とない住民

で防災意識の差を調査したが，顕著な差は見ら

れなかった。アンケート調査やヒアリング調査

の内容を変えたり，人数を増やしたりすること

で今回とは異なる結果が得られた可能性があり，

課題として残った。また，防災意識調査を通し

て，ハザードマップが軽視されていることが分

かった。今後は，ハザードマップが適切に扱わ

れるための対策を考える必要があると感じた。 
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